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 Jean Dubuffet は 1945 年のスイス旅行で最初のアール・ブリュットの調査を行っている。その
際にはスイスの二つの精神病院のコレクションを見学し、アール・ブリュットについての著作
を書こうと考えていた。しかしフランスをはじめとする各地でかれの計画に関心を示し協力も








































このほか黄夫婦の作画用住居のみが残された。こうして眷村は 2014 年 1 月 25 日に芸術公園と
してオープンした 2）。 
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世界へと出て行ったという 3）。 
「黄永阜さんは、55 歳で退役後も台中工業区や嶺東科技大学で警備員として就業している。
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ものは感じられる。なぜ描いたのかと聞かれたら「退屈だったから」と答えるよう 3），5）だが、
もともと再開発を阻止すべく始めたことであった。黄永阜さんは、退役後養老院に入る予定に
していたが考えを改め 1979 年に彩虹村の一角を買い取り、2008 年の再開発の際に突然絵を描
き始めた 2）。自分の生き方について知ってもらいたいという意図はあったのではないだろうか。 
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